誘導灯遮蔽に係る火災予防措置

1． 誘導灯

　　　誘導灯の電源は切らずに遮蔽し、公演前に次の内容の館内放送を行い周知する。
　　　「ホールには、一階の両サイドと後方２箇所、２階の両サイドと後方２箇所、計
８箇所の出口扉がありその扉上に誘導灯がありますが、上演上　誘導灯を遮蔽し
ています。万一火災発生の場合は遮蔽を除きますので、誘導員の指示に従って、
慌てず速やかに避難して下さい。」
　　　

2． 通報体制

　　　最低舞台上手下手に各１名を配置し、火災時には、火災報知設備の受信設置場所
に常駐している会館職員および実施本部に通報する。
　　　通報を受けた会館職員は、火災の発生と場所を確認し、直ちに非常放送設備によ

り一斉放送を行い、速やかに消防署に通報を行う。
3． 初期消火体制

　　　通報に当たる者も含めて、舞台上手下手に各２名、調整室２名で、公演前に

消火器の位置確認と初期消火について会館から指導を受ける。
4． 避難誘導

　　　誘導員配置図の通り、遮蔽した誘導灯の下に８名配置し、火災発生時にはメガホ
　　　ン等で誘導経路に従って速やかに誘導を行う。
　　　報告を受けた実施本部も消火・誘導に当たる。

　　　誘導経路は、１階１列～１１列までは両サイド出口に１２列～１６列までは後方
出口に、２階１７列～２０列までは両サイドに２１列～２４列までは後方出口
に誘導する。
5． その他

　　　万一の事態に際して、会館側と避難・消火・通報等について協議し確認する。
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